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(57)【要約】
【課題】　上蓋を引張り、ヒンジを介してキャップ本体
の一部を切断し変形させること、或いは、キャップ本体
に設けた指掛タブを引張ることにより簡単に分別廃棄が
できるヒンジキャップを提供すること。
【解決手段】　キャップ本体は、注出筒と、容器の口筒
部に装着される係合筒部と、係合筒部の外側に連設され
、外周上端の所定の位置にヒンジが連設される外周壁部
とからなり、係合筒部は、上壁と、内筒と、外筒とを具
え、外周壁部は、外筒にヒンジに対して左右いずれかに
ずれた位置に設けられた連結部を介して連結され、連結
部のヒンジ側には、外筒との間に窓部が設けられて指掛
けタブが形成され、指掛けタブに続いて、連結部の反対
側に連結する帯状体に形成され、指掛けタブに続く外周
壁部と外筒との下端には切断可能な弱化部が設けられ、
指掛けタブの側端には、所定の高さまで上方に延び、縦
方向に切断可能な縦弱化片が設けられていることを特徴
とする。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器の口筒部に取着されるキャップ本体と上蓋とからなるヒンジキャップにおいて、
　キャップ本体は、注出筒と、容器の口筒部に装着される係合筒部と、係合筒部の外側に
連設され、外周上端の所定の位置にヒンジが連設される外周壁部とからなり、
　係合筒部は、上壁と、内筒と、外筒とを具え、
　外周壁部は、外筒にヒンジに対して左右いずれかにずれた位置に設けられた連結部を介
して連結され、連結部のヒンジ側には、外筒との間に窓部が設けられて指掛けタブが形成
され、
　外周壁部は、指掛けタブに続いて、連結部の反対側に連結するように周方向に延びる帯
状体に形成され、指掛けタブに続く外周壁部と外筒との下端には切断可能な弱化部が設け
られ、指掛けタブの側端には、所定の高さまで上方に延び、縦方向に切断可能な縦弱化片
が設けられていることを特徴とするヒンジキャップ。
【請求項２】
　指掛けタブの側端部に、連結部の側端に連結する破断可能な弱化片が形成されているこ
とを特徴とする請求項１記載のヒンジキャップ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ヒンジキャップ、とくに、廃棄時に、容器から簡単に分別できるヒンジキャ
ップに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　内容液を充填した容器の口筒部に取着するヒンジキャップにおいて、内容液を全て使用
した後に、上蓋をキャップ本体に対して引下げた後、上蓋を引張り、キャップ本体の一部
を切断し、変形させることによって、容器とヒンジキャップを簡単に分別廃棄できるヒン
ジキャップは、従来より知られている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００３－２０５９５５
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記特許文献１記載のヒンジキャップでは、分別廃棄の際に、上蓋を引
張り、ヒンジを介してキャップ本体の一部を切断し、変形させている。
　ヒンジキャップを開閉して使用することにより、ヒンジが弱化し、分別廃棄にあたって
上蓋を引張った際に、ヒンジを通じての引張り力が弱くなり、分別廃棄が簡単でないとい
う問題があった。
【０００４】
　本発明は、上記問題を解決することを課題とし、上蓋を引張り、ヒンジを介してキャッ
プ本体の一部を切断し変形させること、或いは、キャップ本体に設けた指掛タブを引張る
ことにより簡単に分別廃棄ができるヒンジキャップを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上記の課題を解決するため、ヒンジキャップとして、容器の口筒部に取着さ
れるキャップ本体と上蓋とからなるヒンジキャップにおいて、キャップ本体は、注出筒と
、容器の口筒部に装着される係合筒部と、係合筒部の外側に連設され、外周上端の所定の
位置にヒンジが連設される外周壁部とからなり、係合筒部は、上壁と、内筒と、外筒とを
具え、外周壁部は、外筒にヒンジに対して左右いずれかにずれた位置に設けられた連結部
を介して連結され、連結部のヒンジ側には、外筒との間に窓部が設けられて指掛けタブが
形成され、外周壁部は、指掛けタブに続いて、連結部の反対側に連結するように周方向に
延びる帯状体に形成され、指掛けタブに続く外周壁部と外筒との下端には切断可能な弱化
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部が設けられ、指掛けタブの側端には、所定の高さまで上方に延び、縦方向に切断可能な
縦弱化片が設けられていることを特徴とする構成を採用し、指掛けタブの実施例として、
指掛けタブの側端部に、連結部の側端に連結する破断可能な弱化片が形成されていること
を特徴とする構成を採用する。
【発明の効果】
【０００６】
　容器の口筒部に取着されるキャップ本体と上蓋とからなるヒンジキャップにおいて、キ
ャップ本体は、注出筒と、容器の口筒部に装着される係合筒部と、係合筒部の外側に連設
され、外周上端の所定の位置にヒンジが連設される外周壁部とを具え、係合筒部の外筒と
外周壁部との間は、ヒンジに対して左右いずれかにずれた位置に設けられた連結部を介し
て連結されるとともに、外周壁部は、連結部のヒンジ側の端部を指掛けタブとしているの
で、ヒンジキャップの上蓋、或いは、指掛けタブのいずれかを引張り、キャップ本体の一
部を切断し、変形させ、容器とキャップを簡単に分別廃棄ができる。
【０００７】
　また、係合筒部の外筒と外周壁部との間には、下端に連結部のヒンジ側付近に窓部を形
成して周方向に配設された切断可能な弱化部と、弱化部の窓部側端に縦方向に切断可能な
縦弱化片が設けられているので、容器の使用中に指掛けタブが変形しても、外周壁部がそ
れ以上に外筒から離れることを防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　次に、本発明のヒンジキャップについて、図面を参照して説明する。
　図１、２において、Ａは容器の口筒部に取着されるキャップ本体、Ｂはキャップ本体Ａ
にヒンジＣを介して一体成形された上蓋である。
【０００９】
　キャップ本体Ａは、注出筒１と、注出筒１の外側に連設され、容器の口筒部に装着され
る係合筒部２と、係合筒部２の外側に連設され、外周上端の所定の位置にヒンジＣが連設
される外周壁部３とを具えている。
【００１０】
　注出筒１の内周下部には、隔壁４が設けられており、隔壁４には、プルリング５ａを具
え、注出口を開口する除去部５が設けられている。
【００１１】
　係合筒部２は、リング状の上壁６と、上壁６の内周縁に垂設された内筒７と、内筒７内
周に配設され、注出筒１外周下端と連設する環状壁８と、上壁６の外周縁に垂設された外
筒９と、上壁６の上部に立設され、上蓋Ｂと係合する蓋係合部１０とからなっている。
【００１２】
　図１（ａ）に示すキャップ本体Ａの上面図において、ヒンジＣの反対側を前側として、
外筒９の外周のヒンジＣ側には、ヒンジＣに対して右側にずれた位置に、外筒９外周面と
外周壁部３内周面とを連結する連結部１１が設けられている。
　連結部１１の両側は、ヒンジＣ側の側端１１ａと、その反対側の側端１１ｂとからなっ
ている。
【００１３】
　外筒９の内周下端には、ヒンジキャップの取着時に、容器の口筒部の外周に係合する係
合突部１２が設けられている。
　図２（ｂ）に示すように、係合突部１２には、適当な間隔をおいて切欠部が配設され、
連結部１１に対応する位置には、係合突部１２を切欠くとともに、外筒９を薄肉に形成し
た弱化部１３が配設されている。
【００１４】
　外周壁部３は、連結部１１の側端１１ａ側に間隙１４を置いて、連結部１１の側端１１
ｂまで周方向に延びる円弧状の帯状体として形成されており、側端１１ａ側の先端部は指
掛けタブ３ａとなっている。
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　指掛けタブ３ａの側端部中央には、指掛けタブ３ａ端部と側端１１ａとを連結する破断
可能な弱化片１５が形成されている。
【００１５】
　指掛けタブ３ａと外筒９外周との間には、上端から下端まで貫く窓部１６が形成され、
外周壁部３内周と外筒９外周との下端には、窓部１６から側端１１ｂまで周方向に延びる
切断可能な弱化壁１７が設けられ、弱化壁１７側の窓部１６側端には、図２（ａ）に示す
ように、所定の高さまで上方に延び、縦方向に切断可能な縦弱化片１８が、設けられてい
る。
【００１６】
　上蓋Ｂは、頂壁２０と、頂壁２０下面に垂設され、キャップ本体Ａの注出筒１と係合す
る内筒２１と、頂壁２０の周縁に垂設される外周壁２２とを具えており、外周壁２２の内
周下部には、キャップ本体Ａの係合筒部２の蓋係合部１０と係合する係合部２３が設けら
れている。
【００１７】
　次に、本発明のヒンジキャップの作用効果について説明する。
　本発明は、上蓋Ｂの内筒２１および外周壁２２の係合部２３と、キャップ本体Ａの注出
筒１および係合筒部２の蓋係合部１０とを係合させて閉蓋した後、内容液を充填した容器
の口筒部に、閉蓋したヒンジキャップを上方から打栓する。
【００１８】
　打栓時には、キャップ本体Ａの係合筒部２の内筒７外周と、外筒９の内周により、容器
の口筒部を挟持するとともに、キャップ本体Ａの係合突部１２が、容器の口筒部外周と係
合し、キャップ本体Ａの抜け落ちを防止して容器の口筒部に装着される。
【００１９】
　内容液を全て使用した後、ヒンジキャップを容器から取外して分別廃棄する。
その際には、上蓋Ｂを開蓋した後、指掛けタブ３ａを利用し、指掛けタブ３ａを把持して
外周壁３を切り離すか、或いは従来のものと同様に、上蓋Ｂを手指等で把持し、後側下方
に引張り、外周壁３を切り離す。
【００２０】
　指掛けタブ３ａを利用してヒンジキャップを分別廃棄する場合には、まず、キャップ本
体Ａの外周壁部３と外筒９との間に、窓部１６の上方より手指等を入れ、指掛けタブ３ａ
を把持し、下方に引張る。
【００２１】
　指掛けタブ３ａを下方に引張ると、図３に示すように、弱化片１５を切断するとともに
、縦弱化片１８を上方から切断していく。
　縦弱化片１８が切断された後、さらに指掛けタブ３ａを外方に引張ると、弱化壁１７が
窓部１６側から切断され、外周壁部３が指掛けタブ３ａを端部として外筒９から切り離さ
れ、帯状に連なる。
【００２２】
　さらに、外周壁部３を引張ると、図４に示すように、連結部１１の側端１１ｂに達し、
連結部１１を介して、外筒９の連結部１１の連設部付近が引張られ、外筒９を変形させる
ことができる。
　外筒９の連結部１１の連設部付近が引張られると、弱化部１３が変形し、外筒９の下端
部が切断され、外筒９の変形を大きくすることができる。
【００２３】
　外筒９が変形されると、係合突部１２と容器の口筒部外周との係合が外れていくととも
に、外筒９と容器の口筒部外周との係合も外れていき、最後に、外周壁部３を連結部１１
とともに上に引張ると、キャップ本体Ａを容器の口筒部から簡単に取外して分別廃棄する
ことができる。　　
【００２４】
　従来のものと同様に、上蓋Ｂを利用して外周壁３を切り離す場合は、上蓋Ｂを手指等で
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把持し、後側下方に引張ると、ヒンジＣを介して、キャップ本体Ａの外周壁部３のヒンジ
Ｃ連設部に力が掛かり、指掛けタブ３ａの弱化片１５を切断するとともに、縦弱化片１８
を上方から切断し、さらに外方に引張ると、弱化壁１７が窓部１６側から切断され、外周
壁部３は指掛けタブ３ａを端部として外筒９から離れ、キャップ本体Ａを容器の口筒部か
ら簡単に取外して分別廃棄することができる。
【００２５】
　本発明のヒンジキャップは、外周壁部３内周と外筒９外周との下端に、周方向に延びる
弱化壁１７と、弱化壁１７の窓部１６側端に上方に延びる縦弱化片１８が設けられている
ので、容器使用中に指掛けタブ３ａと連結部１１との弱化片１５が切断され、指掛けタブ
３ａが外方に変形したとしても、縦弱化片１８が径方向の力に対する抵抗となり、外周壁
部３がそれ以上に外筒９から離れることを防止することができる。
【００２６】
　上記実施形態では、外周壁部３内周と外筒９外周との下端に、連結部１１の側端１１ａ
付近に窓部１６を形成して周方向に側端１１ｂまで延びる弱化壁１７としたが、径方向に
切断可能であるとともに、外周壁部３内周と外筒９外周との下端を連結し、互いに離れな
いようにすることができれば、径方向に切断可能な複数の弱化片を等間隔に配設して連結
するようにしてもよい。
【００２７】
　また、上記実施形態では、キャップ本体Ａの連結部１１を、ヒンジＣに対して右側にず
れた位置に配設したが、連結部をヒンジＣに対して左側にずれた位置に配設し、連結部に
関連する構成を、実施形態とは反対側に形成するようにしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００２８】
　本発明は、ヒンジキャップにおいて、上蓋、或いは指掛けタブを引張ることによって、
ヒンジキャップを容器口部から簡単に取外して分別廃棄することができるので、各種の内
容液の容器の分別廃棄可能なヒンジキャップとして、広く利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明ヒンジキャップの説明図で、（ａ）は上面図、（ｂ）は断面側面図である
。
【図２】キャップ本体の説明図で、（ａ）は一部側面図、（ｂ）は下面図、（ｃ）は、図
（ｂ）のＡ－Ａ線における要部立面図である。
【図３】指掛けタブを引張り、外周壁部の弱化片および縦弱化片の切断後の説明図である
【図４】外周壁部を引張り、弱化壁の切断後の説明図である。
【符号の説明】
【００３０】
　Ａ　　　　　キャップ本体
　Ｂ　　　　　上蓋
　Ｃ　　　　　ヒンジ
　１　　　　　注出筒
　２　　　　　係合筒部
　３　　　　　外周壁部
　３ａ　　　　指掛けタブ
　４　　　　　隔壁
　５　　　　　除去部
　５ａ　　　　プルリング
　６　　　　　上壁
　７、２１　　内筒
　８　　　　　環状壁
　９　　　　　外筒
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　１０　　　　蓋係合部
　１１　　　　連結部
　１１ａ、１１ｂ　側端
　１２　　　　係合突部
　１３　　　　弱化部
　１４　　　　間隙
　１５　　　　弱化片
　１６　　　　窓部
　１７　　　　弱化壁
　１８　　　　縦弱化片
　２０　　　　頂壁
　２２　　　　外周壁
　２３　　　　係合部

【図１】 【図２】
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